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※1　当日のご参加も若干名様まで可能としております。18 時より先着順にて整理券を発行します。
※2　席に限りがあり、立見になる場合や入場をお断りする場合がございます。お早めにご来場ください。

18:00 開場　19:00 開演　20:30 終了　

ゲストスピーカー | 建築家

申込 | ウェブサイトより要申込　 http://217.aaf.ac
入場 | 1,000 円　　定員 | 381 名（事前申込制・当日会場にて先着順座席選択）

大阪・梅田  グランフロント大阪
ナレッジキャピタル

大阪・梅田　グランフロント大阪 北館 4 階ナレッジシアター

事前に参加申し込みをいただき、
ご参加をくださいました方々の中から、
当日 30名様に抽選にて、
安藤先生のサイン入り本を
プレゼントをさせていただきます。 

発表は、開演前と開演後に、会場にて
参加申し込み番号を、
映写させていただきます。 
どうぞ、お楽しみにご来場ください。

開催当日、安藤先生直筆による
サイン会を開催します！

「安藤忠雄の建築 ０」TOTO出版  価格 ￥2,100
Tadao Ando 0　 process and Idea     B5 判変型 318p

2016年12月22日 安藤忠雄



2015年9月25日開催の様子（ゲスト建築家・槇文彦）

18:00 開場　19:00 開演　20:30 終了　20:30-21:30 レセプション（予定）

建築家。1971 年神奈川県生まれ。滋賀県立大学 教授。芦澤竜一建築設計事務所主宰。
主な作品に、セトレチャペルや水都大阪水辺の文化座などの建築がある。大阪府建築コン
クール渡辺節賞や JCDデザインアワード、LeafAward（イギリス）や INTERNATIONAL 
ARCHITECTURE AWARD（アメリカ）など、国内外でも多数の賞を受賞している。

北3エレベーターで
4Fへ降りて左手奥へ

ナレッジプラザまで
進む

ソフトバンクショップ
にそって左手奥へ

北3EV

http://217.aaf.ac
※1　当日のご参加も若干名様まで可能としております。
        18 時より先着順にて整理券を発行します。

※2　席に限りがあり、立見になる場合や入場をお断りする
        場合がございます。お早めにご来場ください。

|申込方法 |
ウェブページより受付【要申込み】

安藤忠雄 Tadao Ando

ノースゲートビル

サウスゲートビル

タワーB

タワーC

タワーA

グランフロント大阪
北館4階

ナレッジシアター

インターコンチネンタル
ホテル大阪

うめきた広場
うめきたシップホール

特定非営利活動法人（NPO法人）アートアンドアーキテクトフェスタ
ウェブ www.aaf.ac　Eメール info@aaf.ac　

| 会場（交通）のご案内 |

※ JR「大阪駅」（アトリウム広場） より徒歩 3分  地下鉄御堂筋線「梅田駅」 より徒歩 3分

大阪市北区大深町 3-1 グランフロント大阪 北館 4 階 電話 06-6372-6434

グランフロント大阪 ナレッジキャピタル・ナレッジシアター

【お問合せ】

©AAF Art&Architect Festa

2016年12月22日

©鄭錦銘光の教会21_21Design Sight 地中美術館

大阪生まれ。独学で建築を学び、1969 年に安藤忠雄建築研究所を設立。代表作に「六甲の集合住宅」、「光の教会」、
「FABRICA ( ベネトンアートスクール )」「ピューリッツァー美術館」、「地中美術館」、「表参道ヒルズ（同潤会青山アパート
建替計画）」「プンタ・デラ・ドガーナ」「上海保利大劇場」など。79年「住吉の長屋」で日本建築学会賞、85年アルヴァ・ア
アルト賞、89年フランス建築アカデミーゴールドメダル、93年日本芸術院賞、95年朝日賞、95年プリツカー賞、96年高
松宮殿下記念世界文化賞、02年AIAゴールドメダル、京都賞、03年文化功労者、05年UIA ( 国際建築家連合 ) ゴールドメ
ダル、レジオンドヌ-ル勲章 (シュヴァリエ )、06年環境保全功労者。10年ジョン・F・ケネディーセンター芸術金賞、後
藤新平賞、文化勲章。12年リチャード・ノイトラ賞、13年フランス芸術文化勲章（コマンドゥール）、15年イタリア共和国
功労勲章グランデ・ウフィチャ―レ章。11年東日本大震災復興構想会議 議長代理、「桃・柿育英会 東日本大震災遺児育英
資金」 実行委員長。イェール、コロンビア、ハーバード大学の客員教授歴任。97年より東京大学教授、03年より名誉教授。
著書に「建築を語る」「連戦連敗」「建築家 安藤忠雄」「仕事をつくる」「TADAO ANDO Insight Guide 安藤忠雄とその記憶」など。


